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「ラディカノレな欲望」について...................神谷 明 61 
技術草新と制限的慣行 ・ー・1 町 ... ... .. ) 1 口 章 回
1800年前後における英領インドの拡大と









2 ベヅクマン『商品学序論~ 0793-1800) 
⑤ 製紙原料










「ここでついでに，古文書学者 Diplomatikerや文筆家 KritikerD からの，




1) Diplomatiker， Kritikerの項目はツェー ドラー にもルドピー ヂにも無し 18世紀における用語
法がさだかでな，'ため，それぞれ「古文書学者ム「文筆家」と仮訳しえおく。


















































み口、るが!第24部門が製紙業および関連工業であり， 136製紙， 137厚紙製品 138人形仮
面， 139時計の側，箱}硝.140混旋紙製品 141.Fechtelmacher [扇子製造業者かつ]， 142 
製本，の7種iJ'挙げられてし品。 Ebenda，S. 34，ただし壁紙だけは綿布捧品， 銅版印刷， 書籍




る。 Beckmann，History o/ITlventions， Vol. 1， p.379 [邦訳， n，514ベ←ジ1
4) Abs. 5. Papiermacherey， S.152-177 
5) 第14節で[TIi'リ麻]ぼろD代替原料が論じられているが，その註(1)の中に次のような言及が見出
される。 rへルツャでは綿ほろから紙が造られ，これはガラス主によ勺て平滑にされ，当地で用
いられるインクが「一層よくなじむJdesto besser darauf 出回目ように石瞳ワ が塗布される.
綿紙と亜麻紙の相異については『序論j1， 58へ ジを参照J，と。 Ebenda，S. 174 
38 (38) 第 136巻第l号
ュバノレド Dubaldeは，アラビア人が紙を初めて知ったポハラ Bucharey[ボ
ハラ=ハン国 Bukhar'aKhan (1599-1920) 中央アジア・ウズベク族の三ハ
γ国の一。 1924年他のニハ γ固とともにウスベク共和国となる。この地域が
今日， ソ連邦における綿花生産の中心地である ιとに注意]で， 紙が竹


























7) へッグマンはこ乙でツェン〈リ-Karl Peter Thunberg (1713-1822. 1)ンネの弟子。オラン
〆買インド会社船医として安永4年[1775J来日。帰国してりンネの死桂ウプサラ大学でその後
を継いだ。リンネを介してベッグマンは日本にコながるノ〉の Floraiaponica， Leipzig 1784 
〈筆者未見)，を引用しているが， I白い桑の木」と MorusPapyriferaが具体的に何を指すの
かを確定することは難しい。和紙の主畳材料は今日，コウゾ』 ミツマタ，カンヒであるが，コウ
ゾはくわ科 Moraceaeに属し，またクワ属 Morusのクワ Morusbornbycis Koidz. (牧野，前
掲包 29ベ ジ〉の靭皮も和紙の原料となるからである。小倉，前掲害， Iク7J項目を参照。
般に品質(とりわけ強度[結維長J)ではカジノキはコウゾに劣仇 ミツマタもまたコウゾにノ
















刻。ゾJ中 ，号戸、ウ 7 ナヘη
次のように述べている。[槽樹ハ種類頗ル多ン 其ノ中ニ於テ諸国ノ多ク作ル者ハ白表，青表，


















コウゾ属コウゾ Broussonetia Kazinoki Sieb 
ツルコウン(ムキミカズラ) Broussonetia Kaempferi Sieb 
カジノキ Broussonetia papyrifera Vent 
ミツマタ属ミツマタ Edj(eworthia chrysantha Lindl. (=E. patyrifeTαSieb. et Zucc.) 
ガンピ属ガンピ Wikstroerrμasikokiana Franch. et Sav. C=Diplomorpha sikokiana 
Nakai) 
コガンピ〔イヌガンピ WikstToemiagampi Maxim. (=Dipl，町市中hagaρ，p' 
Nakai) 























8) Packleinenが『技術論入門』では包装用布 Packtuchになってし、る。 Beckmann，Techη0/0 
gie. S. 174 
9) いわゆるサンヘンプ Sun(n)hemp.San Cn) hemp を指す。岩佐は， 英名はヒンズー 名 5an
から来 ζおり，漢名の太1隈麻，赫麻也わが固において英名から直訳したものであろうと推定して
いる。同じくインドで駄紙原料になるものとして同属の Crotalarialeschenaultii nc も挙げ
られている。岩佐，前掲宮， 440-442ベー ν。なお守ルドピーずは Bastの項目で， インド， と
りわけ Angola州では，住民がすべての織物， 衣服，拘器等を樹皮搬維で型車量し，これは絹織
物のような外観を呈すると述べている。 Ludovici，a. a. 0. Theil 1， Sp. "1353-1355 
10) ベックマンは『論集』の中で「筆記用ベン」を一項目として掲爪 葦ベンと羽根ベシについ
て論じている。かれによれば羽根ヘンは華ベンより弾性が強〈優れていた。 Beckmann，History 
of lnventions. VoL 1. pp. 405-413 [邦訳， I， 546-555ヘ ジ] 靭皮織維を原料とする和紙や
唐紙と亜麻綿織物のほろを再生したヨ ロッバ紙との差異は，当然に筆(毛筆とへン〉と顔料
f墨とインク〉の差異とも関連してい上九
いわゆる「植民地物産」について く41) 41 
点にも，ベックマンの綿関心の独自性が現わしていると言えよう 11)。
ところで， 1844年にケラ-Friedrich Gottlob KelJer 0816-1895) が木材
パルプ利用技術開発に先鞭をつけ， 19世紀央以降主要な製紙原料は麻・綿ぼろ
から木材パルプに大きく転換していった。しかし，それまできわめて長期にわ















はμ下のよう仁。 r東イ yr， R本 中国ではこれ[網布，絹布日ろ1に扶いである樹白書草い内
良からも紙をつくるが，二=の樹は Bamb叫と呼ば札他は Raadsi あるいは Ranschy






白くはな〈貰色であるJ.Ludovici， a.a. 0.， Theil 4， Sp. 458-460. li天工聞物』に綿 網ぼろ





規制対象商品のーっとなった。 Ludovici 仏仏 0.，Theil正Sp.1460.オラン〆はドイツやへ
メン等がぼろ輸出を禁止した檀， 死者にE麻布を着せることを禁止し，年間少くとも20万Jb
のほろを節約したという。 Beckmann，Technologie， S. 153-155 なお， ルドビ チは前掲の
Lumpen，oder Hadern申項目で，亜麻・大麻布のぼろ切ればかりでなく，毛織物や他自織物の
ほろも製紙原料として用いられたことを指摘してし唱。
42 (42) 第 136巻第l号
本では和紙原料としてぼろを利用することはなかったようである山。むしろ，
紙子， 紙衣， 紙布， 太布， 科布(信濃布〕のように紙そのものを直接衣料原




完盤な更生法であったム福井貞子『木南口伝ム 法政大学出版局， 1984隼 168ー159ぺーシ。柳















用されたことについては， Artbur Weis， VIωlesungen uber technische und凹 rtschaftliche


















































44 (44) 第 136巻第1号
戸ッパと非ヨーロッパとの聞になお残る技術較差に向けられていたことはまず
疑いを入れなし、。このこさは陸業牟命期りイギ日月がドイツの同時代人の阪に





















ゾン・ブラック/マッジ・ガ ラント著， 山内沙織訳『ファッシ zンの歴史〈下)1，PARCu 
出巨周， 1978年， 68ベー シc 綿工業生産力由意搬な卜昇を反映するイギリスでの服飾の産化は，
目"0年代の「某国心酔」によってフランスに影響をEぼし【ミシェル・ボ りュウ著・中村祐三




1985 今~， 436-437ベ ジ。なお，ゲテインゲン白属するハノーフッ←選帝侯国はイギリスと同君
連合の関慌にあったから，イギリスにおける服飾の流行が他のドイツ諸国に先がけて，ハノ ノ







の中で Fleisと Iηdustrieがあらたに. r最小必要限度目欲求を超えるものを
得ょうとする自由」と結びつ円られて論じられていることに注目したレ。
ベックマシによれば.Fle伊と Industrieによってのみ「タi国物産」の輸入







16) とりわけ，小材昇 r経世苧の形成時1';'.来来払 1961年， 第1-2章，同『著作集VJlF;同
「サー・ジェイムズ ステュアートと経済学における歴史主義J~三田学会雑誌』第75巷特別号，
19田年，同「ステムアート『原理』における「インダストリ」についてJ ~東京経大学会誌寸第
137号， 1984年，田中敏弘『社会科学者としてのヒュ ム，.未来社I 1971年，第2章，坂本達哉
10.ヒュ ムの人間労働概念とインダストりー論」早坂忠編『古典派桂済学掛究(l油推札吐
出版， 1984年，を参照。 'J~*牛によれば，ステュアートは1757年から 4年間テューピンゲンに滞在
L， ζの町で『原理」第3編までを書き上げた。『原理』はドイツ・カメラリズムの風土に客とし
て基礎の成勺た書物だという。かれは17白年にオランダに向い.63年頃イギリスに帰国した。小
林『薯作集VJ]， 26-28ベージ。他方，へックマンは175~年にゲテインゲン大学に入学 L， 17回年
5tベテルスプルグのギムナジウ λ教師として赴在するまで， ヅラウツシ品バイグ， オラシグに
lJ-jJK沼を試みている。 Grundke，Nachwort， S.5丘三 の足跡がドイツないしオランダで交錯
した蓋然性は極小というべきであろうカ九 とまれ同時代人ベックマシがへ←ゲルやリストとは別
の形で，ステュアートから影響を受けていたことはありうることではないだろう力、註2めを春
闘。ちなみに資本制生産様式の確立後に Lt四 S とIndustrieとの歴史的関連をあらためて強
調しようとしたのは，かのゾンパルトであった。 WernerSOOlbart， Luxus und Katitalismusら
Munchen . Leipzig 1'913 [田中九一訳『晋惨と資本主義，.東京市立社.1925年].r曹静的消費
の革命的力」と題したその最終章において，かれま「著修品工業 ILuxusindustrienが資本主義
に適合的である理由を. 1 生産過程の性質〈高価な原料， 高度な技揃). 2 需要の性質〈流























たっている。ほJ正時を同じくして刊行された JosephA. Sc:humpeter， Th四円eder wirtschaft-









17) W技術学入門Jにおける「手工業の自然的分類』によれば，第21部門に， 122. Kattunweberey， 
123. Zitse， Parchent， K，αnefas. 124. Nesseltuch叫 bereyの3業種が挙げられており， これがベ
ックマンの綿布に関する大分類とみることができょう"Beckmann. Technologie， S.33 ルドピ










とくにベンガル製. 16 x i"'-'t E. Mallemol1e と Netteltuch
を参照。 (The;!1， Sp. 96) 
かなり厚地の綿布純白東インド製最高級布はス ラト地
域製 13:1，-14 x士、-，kE 細幅物は Orgagis，Nossa口町 Gau
diris. Nerindes， Dabouisと呼ばれる。 EaffetaaNarrow-whit 
13! x占E.， B. Broad明 hit;14x昔E.，B. Narrow-brown; 14 x 




ン， りヨンで製織され， 厳しい品質規制を受ける。 22rv24x-!
〔十1りE オラン戸製は一般に縞織り， 12x古~言E ブリムへ製
は Eombasine と呼ばれる。 1Rf;地物4種，組織り 2種。 u[イン
ド製は白l~， けばが無< ，平織り，綾織"，紋織りがあるu ベ
ンガノレ， ポンディシェり ，ベヲザール Bellasarで製織。 7.
9・10xf，-viE.7!・9!x ;1・~ E. D同着，上衣， Leibgen げ王 Warm
ser [?]，寝台幕j カーテン，チョッキ用生地。東イソド製はカ
←テン地に最適。 (Theil1， Sp. 1342-1347) 
厚地の純綿布。東インド，とりわけスーヲト製。白地 9xkE，
多色縞織り 11.z x~. E. (Theil 1， Sp. 1542) 
Bethilles. Nesseltucherあるいは白地綿布。東インドとりわけ











bace， hombagio とし市、， Nesseltuch 




















3・.E.，①Betille Tarnatane 日がきわめてつむ。 12!rv13
xtE， Netteltuchを参照。 (Th臼 11， Sp. 1638-1639) 
平織り綿布。 Basinを参照。 (The;l1， Sp_ 1940) 
赤あるいは黒の縞織り綿布。東イン V製，とりわけベ γ ガル
製。 8x ~ E. (Theil 2， Sp. 55) 
綿布。ベンガル，マドラス，コロマンデル海岸で製綿。イギリ
ス人によりマドヲスからマニラに仕向けられるo オヲンダ東イ
ンド会社によってオランダに輸入。 (The;l2， Sp. 85) 
降巣織わ綿布のー続。多種の色地。束インド，とりわけスーヲ
トで製織。l1!xまE.(Theil 2， Sp. 269) 
Mousselineの一種。 Tarnatane の一種でもある。ベンガル
製。 Taroataneを参照。 CThe;)3， Sp. 295-296) 
蜂単織り綿布。東インド，とりわけスーラトで製織ら種類多〈
蜂巣織り風I~手描きのものもある。 13 ・ 14xiE インドでは女
奴隷のスカ ト用。オランダではズボン下用。 Katteguisある
いは wurflichtePagnesと呼ばれる Chel1自の一種もあるG
Kattequisを参照。 (Theil2， Sp. 304) 
































メツィーリア Metsilia，パテナ Patena製はオランダ， ドイツ
で需要が大雪い。ラホール製はもっとも厚地で価格も低い。ブ





る。 6-i，-..，10xま~号E スイスでは Perses，Persiennes と呼ば
れる。 オラ γダ人の取扱量多<， 京アジア内交易(対日輸出
も含む)もかれらの手で行われる。イギリス人はマニラ，中国に
仕向ける。フヲンスではインド綿布として[輸入]禁止。 Zitze
は色彩の鮮明さ，1¥0牛性をもってなる。 (TheiI5， Sp. 1103 
1105) 
蜂巣織り綿布。東インドとりわけベンガル製。
(Theil 2， Sp. 691) 
厚地，青色あるいは白地の純綿布。東インド，
ト製。 14x i"-'~R (Theil 2， Sp. 709) 
Netteltuchの一種。白地，日が強度につまった極薄綿布。東
インド， とりわけベシカやル製。 16tx!E. Mallemollesを参照。
(Theil 2， Sp. 1016) 
Datis. 白地でやや厚地の綿布。東インド， とりわ什スーラト
製。しばしば Sauvaguzesや Sauvagagis と混同される。か
つてフランスでは捺染用生地として使用。 14xì~1.E さらに，
Doutis Dungaris whit は白地で 13ixiE.， Ungares broun od 
Bruns は 14x i E.， Doutis Gour gouch聞は白地で 13xiE
(Theil 2， Sp. 1017-1018) 







| 品 目 BeckmaOJ，l Luc凶山凶正d
1げ71Gh叩 n悶s I Gu山E叫E
"りh。とりわ吋蜂巣織りは Cα1.e町，e凸ha田ne田8 と呼ばれる。 さらに'
Guingans.Tafachelas， Guingans Pinasseと呼ばれるものもあ
る。 7tX t'"昔E 東インド， とりわけベンガル，コロマンデル
海岸製。絹と樹皮繊維との交織の Guingan::;;もある。 (Thei12，
Sp. 2335-2336) 
Garas (eng.) ; Gerras， Gerraes (nied.) 白地綿布。ベンガノレ
製。 11干~13与×平 E マドフス製の手描きのものはイギリス人
によってマニラ諸島に仕向けられる。インドでほ車布，家具用。
またほうたいとしてヨーロッパの[亜麻製]ほうたいより優れ
る。 (Theil2， Sp. 2310-2311) 






l，. 4{ x吉E ヨーロッバの対アフリカ貿易， とりわけギネアと
の交易に重要なところからこの品名が由来する。 Tapsel とほ
とんど変わらないが，これの方がやや長く，かっ幅も広し、。
(Theil 2， Sp. 2334-2335) 
白地，極薄のきわめて自のつまった綿布。東インド製。最上質







Garas， Garats， Gerras， Gerraes，ベン
ノJル製
Gueras 18 
















る。 (The;¥3， Sp. 551) 
Kattegui， Catlequi， Cat~qui，青色綿布のー租。東インド，と
りわけスーヲト製。 25x ~ E. Chellesを参照。 (The;¥3， Sp 
800) 
Toques de Cambaye強c，厚地の綿布。東イント，とりわけス
ーラ卜製。 3ixiE厚地白襟巻用。 (Theil3， Sp. 909) 
手描き，平減り綿布の一種。束インド，とりわけコロマンデル i
海岸製。 18x 2C. (Theil 3， Sp. 1082) 
Nesseltuch あるいは白地， 自のつんだ極薄綿布の一種ム ベン
ガル製。 16x -le"!・2・官 E種類が多いが， オランダ束インド
会社は3種に区分。① Loosc，① Cavalungen，①Tarnatane
Hamedis， Doulebsais， AbrobanisもMallemolleと呼ばれる。
(Theil 3， 1561-1563) 
Nesseltuchの一種。白地， 自のつまった薄地綿布。束インド，
とりわけベンガル製。 16x -i...i E. Mallemolle と Netteltuch
を参照。 (The;¥3， Sp， 109-110) 
Mauris (nied.) 平織り綿布。コ戸マンアル海岸製。種類が多
い(蒋・厚地，広・細幅， 白地，赤色)012x 11・1&・lj.E.(h) 
Percales-od. Percalles.Maurisもこ:hに含まれる。これは白地
の薄日の綿布で，東インド，とりわけポンディシエリー製。 7t
~7ixl!E.(h) Pe，cales (赤色綿布，1Oixl!E.) と混同して
はならない。 (The;¥3， Sp， 1731-1732) 

























な苔類 Moo田 (mous担〉に被われて|ンドからの輸入に頼る。フランスの積荷目録によれば Einfa
いるなうに見えると ζろからとの名称 Iche Betilles， Betilles Organdy， B町 illesTarna回目出， Tar叩口印u
が由来する。ドイツ語の呼称は Nes-I tanes Chavonis. Ada阻 is，Mamehaty， Abrohany， Doulebsais， 
seltuch これは誤解ないしかつての商 IHamedis (Mamehaty以下4種は Mallemollesともし、う)，
人たちによる詐称に由来する。という Ieinfache Mallemolles， Mallemolles Tarna凶 les，Casses， Cha b→ 
のは，蒜麻 Nesselのいくつかの種類 Inam od. Rosees， Dor田 s，Momotbanys， Tansjebs， T.町田dan聞
は実際に， カスピ海沿岸部，ヘルシ In白， Toques，刺繍したあるいは縞織りの襟巻。イギリスの積荷
h ボハヲで紐，撚市，厚地織物だけ|目録によれば， Cogmoria， Tans， Bans， c'assas， Muls， Moβ， Se-
にではあるが加工されるからである。 le目 ossas，Domcossas， Bordscossas， Torpscossas， Tangs. この
ほか単に A，B，C I:表示されるものもある。婦人用の各種装
身具(襟巻，前j乱襟飾り，胸飾りリボン，袖等〉用自生地。
(Th田 14， S恥 108-111)
Maurisを参照。





地・時x;trviE青色 11 {-'"'-'12 x 1 E.(Theil 4， Sゆ 1394)
白地綿布の一程。東インド， とりわけスーヲト輩。 13.，131x 
t E.(Theil 4， Sp. 1434) 
Souaguzes.東インド製綿布。① Balazeesスーラト製。 白地
綿布。 13-~x 号E.①白地 Sauvaguzees 14 x ~.......，~ E ① Sauva悶


















I ，E. (Theil 1， Sp. 1π， Theil 4， Sp. 14担〉
オラン ISersuke陀 rs インド製絹綿交織。絹による綿織り。 Nette1tuch
と同様の織り方。 7・9 ・ 13 ・ 16x! ・~&-Ã E オランダ人がペンガ
ルから輸入する Sirsakeと呼ばれるものと同 。発音は Ser
sakeに近い。 (Theil4， Sp. 1880) 
厚地の綿織り綿布。普通は青色。東イン F，とりわけ一之ンノfル l
製。ヨ ロッパ人によりギネア梅岸向けに仕向けられる最上質!
布の。 10x t~í E. (Theil 5， Sp. 67) 
綿布。アレッポおよびその周辺で製織。とくにフランス向付。
(Theil 5， Sp. 67) 
① Tarnatane Chavonis，強度に自のつまった綿布o来インド
製。 6~xiE， ④ Betilles Tarnatanes③ Mallemolles Tarna→ 
tanes. Chavonis， Betilles， Mal1emol1eを参照。 (Theil5， Sp 
70) 
Teri吋 annes Terindains， Therindains I Nettel tuchの一種あるレは薄地料布。
|ンガル製。 16xまrviE. Nette1tuch， 
l(T 町Toeque. Neuehuchの位。薄地綿布。東ノンド，とりわけ
ベンガル製。 16x?6o!E 厚地綿布の一種を Ca皿bayaある
いは Korathesと呼ぶ。東インドでは帽子，ターバン用生地。
(Theil 5， Sp. 201-202) 
(1) 品目欄ゴチックは『序論J(S. 16-17)で挙げられているもの。
(2) 品目名表記がベックマンと同ーの場合は，ルドピーチの捌ではこれを省略した。
(3) a~-b X c，-.，d E は長さが a~b ElIe，幅が c...dElle目立。
(1) E.(h)は hollandischeEl1e. 









































ロトー F.H. Flotho という商人がそのような[亜麻滑]紡績場を設立した。
しかし，綿織工たちはここの製品を加工したがらなL、。それどころか，へネ




」ストベッグ vVestbeckとし、うスウェーデンの僧侶はしだれ柳 Sali:;!三 pen-
18) 〆りレヒェン 1.(，ノレヒエン 1.)につ、、てはノレドビー チに詳細な解説力ある。それによれば，Bar 




で区別される。 Ludovici，a. a. 0.， Theil 1， Sp. 1304-1309 
いわゆる「植民地物産」について (55) 55 
tandraの実毛を薦め， リア γキスト Liangquistはこれを突から繰り上げる
機械を設計したりした。細いき震を持つえぞみそはぎ Weiderichs，epilobiurn 























いる.rストックホルムだけでも年に8-9万 lbの綿を輸入している。 1774年にはスウェー デン
はフヲンスとオランダから1.19301bの染色目未染色綿糸を輸入した。このような損失がお
















とがあったのか疑わしし、。しかし， ミラノの刑務所でホワード Howard は
実際に綿花を絡み合わせるのをみた fと言っているJJ(5. 67)。
20) 繊維投術における Fachは二様の意味を持ってし占。 製織用語としては織物の組織に応じ綜





みつき Fachをif成するようになっていた。 参考司ために図完了円ずる (第 1図¥， Hugo Glafey 
第 E 図
i 工EZJ
d: f)fJrm同 iteod. rliinner Draht 
(hrsg_)， Textil.Lexikon， Handwarterbuch der gesamten Textilk附lde，Stuttgart・8erhn1937， 
s. 212-213 ルドピーチには fachen の項目が見当らず，残~ながら2C世紀の資料に頼るほかは
ない。





















21) 筆者が直用しえた第6版では， 57ベ ジに及ぶ毛織物業の叙述の中で3団 Industrieという用
語が使われている。用語例①「新しい諸発聞はかつての T71Ch左 Zeugとの相遣をな<L 境








22) Rhenda， 7.Taback.~pinnerey， S. 2R3-~08; 28. 7.ur:kersiederey， S.552-579 


























zur H田~dlungs即ssenschaf;ι Vornehmlich zum Gehrauche derer， welche sich mit Polizey， 
Cameralwissenschaft. Geschichte und Statistik beschaftigen wollen. Nebst E叫卸urfzur 
Handlungsbibliothek， Gottingen 17R9 


































l 前稿で判読できなかった地名 (32ベーν，上から12行目〉はバナト Banatを指
すことが判明した。現在のユーゴスラヒア東北部からルーマニアにわたる地域で鉱物
資源に富む。 1718年にオスマントルコ統治下からオーストりア革政下(1789年にハン






左りわけ看過しえない長は第四門 Polize.'Yder H andlu1沼の中でヒュ ム，ステュアート，
ょをルティマ の3人の名が挙げられていることである。ヒ品一ムについては， ü'J&j治論集~，第 2
版(1752)，およびその仏訳版2点 (3版)(1753， 54， 55) > r道徳政治論集』の制訳版(1754
56)，ステュアートについては， r経済学原理~ (1767)およびその独罫版 2点 (1769-72，70)， 
モル7ィィーについては， r商業政策金融論原理Jl CThom田 Mortimer，The El帥 ents0/ 
cιmmerce politics and j仇ances，London 1772)およびその独訳版(1781)， がそれぞれ挙げら
れている。ベッグマンが『伊前』の執筆にとりかかった時j かれがすでに『政治論集』や『経済
学原理』を読んでいたことは疑いを入れなし、。しかしそのことは，まだ固まりきってはいなかっ
たとはいえj かれの lnd山 tfteの慨念構成がやがて全面的にヒュームやステュアートのそれに負
ろことになろうという予断を許すものでもないのである。
